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経
済
学
部
で
開
講
し
て
い

る
専
門
科
目
「
学
外
特
別
研

修
」
の
発
表
会
が
12
月
14

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ

り
、
学
生
23
人
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
の
研
修
内
容
や

学
び
を
報
告
し
た
。

　
同
科
目
は
、
外
部
講
師
を

招
い
て
の
事
前
学
習
の
後
、

夏
期
休
暇
中
に
企
業
や
行
政

機
関
、
非
営
利
組
織
で
実
際

に
働
く
こ
と
で
、
自
分
に
足

り
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
卒

業
ま
で
に
学
ぶ
べ
き
課
題
を

見
い
だ
し
、
学
習
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
望
月
皓
斗
さ
ん
（
３
年

次
）
は
、
公
益
財
団
法
人
川

崎
市
産
業
振
興
財
団
で
企
業

訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
、

計
画
書
の
作
成
に
取
り
組
ん

だ
。「
企
業
を
支
援
す
る
立
場

に
立
っ
た
こ
と
で
、
多
角
的

な
視
点
の
取
り
方
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
企
業
を

知
る
こ
と
で
、
就
職
の
選
択

肢
も
広
が
っ
た
」と
語
っ
た
。

　
高
嶋
南
帆
さ
ん
と
金
丸
恭

子
さ
ん
（
と
も
に
２
年
次
）

は
、
業
務
用
厨
房
機
器
メ
ー

カ
ー
の
タ
ニ
コ
ー
（
東
京

都
）
で
研
修
し
た
。
高
嶋
さ

ん
は
実
際
に
電
話
応
対
し
た

際
の
経
験
を
話
し
「
分
か
ら

な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
そ
の
場
で
聞
き
返
す
方

が
良
い
と
分
か
っ
た
」
と
話

し
た
。

　
金
丸
さ
ん
は
「
営
業
の
仕

事
を
知
り
た
か
っ
た
。
営
業

に
同
行
し
た
こ
と
で
、
仕
事

を
知
る
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
」と
成
果
を
語
っ
た
。

　ドイツ語の課題の間違いを指摘する

と、「すみません……」と謝る心優しい

学生諸君は少なくありません。教える

者の立場からすると、間違い自体は謝

るべき筋合いのものではないでしょ

う。「間違えて

ナンボ！」だ

からです。「できる」ことを「練習する」

必要はありませんよね？

　ドイツ語でコーヒーはKaffeeで、

「カフェー」と読み、最初の母音にアク

セントが来ます。日本語の「カフェー」

はCaféと書き、アクセントも最後の「カ
フェー」です。フランス語では「コーヒ

ー」も「喫茶店」も同じですが、ドイツ

語では厳密に区別します。初心者はた

いがい間違えて、「コーヒーでコーヒー

を飲む！」となって、直されます。

　そもそも「コーヒー」はアラビア語の

「カワフ」あるいは原産のエチオピアの

地名のようで、まことしやかな「神話」

も数多くあります。最近、喫茶店の意

味で、なぜかドイツ語のKaffeeを使う

こともあるようですが、自家焙煎の
「コーヒー豆」販売がメインの店であれ

ば、かろうじてセーフなのかもしれま

せん。

　言葉の使い

方の「正しさ」は時代によって変化しま

す。けれども何となく使う言葉の間違

いを指摘するのは、大学という場では

とりわけ大事な仕事の一つではないで

しょうか。アメリカで日本人の某紳士

が何を飲むかと尋ねられて、「オー、ア

イ・アム・コーヒー！」。それから新し

い講堂を建設する際に、ご存命の方に

もかかわらず「＊＊メモリアルホール」

とつけそうになったとか。

　 （外国語教育研究室長）
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寺尾　格　経済学部教授

過ちて改めざる……

ドイツ語

短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホームページで。

20
年
度
長
期
交
換

留
学
生
に
２
人

　
２
０
２
０
年
度
長
期
交
換

留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨
学

生
（
第
１
期
）
に
２
人
が
決

ま
っ
た
。
１
月
21
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
会

館
で
留
学
許
可
書
交
付
式
が

行
わ
れ
、
奥
村
経
世
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
留
学
許

可
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
留
学
先
と
期
間
、
氏
名
、

学
部
・
学
年
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

■
国
立
中
山

大
学（
台
湾
）

２
月
〜
21
年

１
月
▽
牛
島

信
太
郎
（
法

３
）

■
リ
ヨ
ン
政

治
学
院（
フ

ラ
ン
ス
）
１

月
〜
21
年
１

月
▽
大
勝
爽

之
介（
人
間

科
学
３
）

奥
村
セ
ン
タ
ー
長
（
左
）
と
長
期
交
換
留
学
生

鳳　賞 樋口　　陸（商４）

優秀賞
石渡　夏弓（経済３）

畔蒜　圭吾（商４）

水谷　真奈（人間科学３）

佳　作
角倉みどり（人間科学３）

八木　優姫（二部商３）

鳳　賞 該当なし

柘植光彦
文学賞

笹森　貴哉（文２）

優秀賞
西川由香利（文４）

東　由佳理（文３）

奈良　遼馬（文２）

佳　作

田中　　光（法１）

粟屋　　渚（法１）

花城　亜愛（文３）

矢内　有紗（文３）

懸賞論文部門

文芸作品部門

敬称略

節
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に
、

「
こ
こ
で
で
き
た
ご
縁
に
感

謝
し
た
い
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
「
愛
し
き
専
修
大
学
」
を

情
感
込
め
て
歌
い
上
げ
る

と
、
会
場
は
拍
手
に
包
ま
れ

た
。

　
文
学
部
哲
学
科
が
主
催
す

る
公
開
講
座
「
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
・
ア
ー
ツ
と
哲
学
」
の

第
４
回
「
魂
の
唄
が
聞
こ
え

る
」
が
12
月
22
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
民

謡
の
第
一
人
者
・
伊
藤
多
喜

雄
さ
ん
を
迎
え
、
学
生
や
市

民
ら
が
歌
と
ト
ー
ク
を
堪
能

し
た
。

　
同
講
座
は
「
見
る
」
と
い

う
知
覚
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
多
い
哲
学
を「
音
」「
踊
り
」

な
ど
の
異
な
っ
た
分
野
か
ら

捉
え
直
そ
う
と
い
う
試
み
で

14
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
冒
頭
、
伊
吹
克
己
教
授
が

「
哲
学
は
難
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
が
、
多
様
な
ア
ー
ト

と
融
合
す
る
こ
と
で
、
哲
学

を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
北
海
道
出
身

で
、
従
来
の
民
謡
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
独
自
の
活
動
を

続
け
て
い
る
。
当
日
は
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
前
に
自
身

の
生
い
立
ち
や
民
謡
に
つ
い

て
語
っ
た
。
父
親
は
手
こ
ぎ

の
舟
で
漁
を
行
い
、
中
２
ま

で
電
気
の
な
い
暮
ら
し
だ
っ

た
。「
北
海
道
の
大
自
然
の

中
で
、
生
き
る
た
め
に
言
葉

を
紡
ぎ
歌
う
こ
と
、
こ
れ
が

私
自
身
の
生
き
る
哲
学
と
な

っ
た
」
と
話
し
た
。
ま
た
、

全
国
各
地
の
民
謡
に
つ
い

て
、
声
の
出
し
方
、
間
の
取

り
方
、
掛
け
合
い
の
違
い
を

実
際
に
歌
っ
て
み
せ
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
津
軽
三
味
線

と
尺
八
と
と
も
に
「
最
上
川

小
唄
」「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
」
な
ど
を
披
露
。
独
自
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
「
ソ
ー
ラ
ン

津軽三味線と尺八の伴奏に合わせ、

歌い上げる伊藤さん（中央）

2019年度懸賞論文・文芸作品コンクール

　
本
年
度
は
論
文
部
門
に
20

作
品
、
文
芸
部
門
に
25
作
品

の
応
募
が
あ
り
両
部
門
で
14

人
が
受
賞
。
阿
藤
正
道
学
生

部
長
か
ら
賞
状
と
賞
金
が
贈

ら
れ
た
。

　
論
文
部
門
の
樋
口
さ
ん
は

「
お
金
に
対
す
る
態
度
と
決

済
手
段
の
選
択
の
関
連
性
」

に
つ
い
て
論
じ
た
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
進
む
な
か
、

何
を
元
に
決
済
方
法
を
選
ん

で
い
る
か
分
析
し
た
も
の
。

「
卒
業
後
は
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就

職
す
る
が
、
今
回
の
分
析
か

ら
人
の
声
を
聞
く
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
。
仕
事
に
も

生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
朗

ら
か
に
話
し
た
。

　
文
芸
部
門
の
笹
森
さ
ん
は

人
の
「
生
と
死
」
の
無
情
さ

を
扱
っ
た
小
説
『
春
、
そ
こ

は
美
し
い
場
所
で
』
で
受

賞
し
た
。「
一
つ
一
つ
の
言

葉
、
文
章
に
気
を
遣
い
、
丁

　「
２
０
１
９
年
度
懸
賞
論

文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」
（
学
生
部
主
催
）
の
表

彰
式
が
12
月
10
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
論

文
部
門
で
は
最
優
秀
賞
に
当

た
る
鳳
賞
を
樋
口
陸
さ
ん

（
商
４
）
が
受
賞
。
文
芸
部

門
の
柘
植
光
彦
文
学
賞
に
笹

森
貴
哉
さ
ん
（
文
２
）
が
選

ば
れ
た
。
入
賞
者
は
別
表
の

通
り
。柘

植
光
彦
文
学
賞
に
笹
森
さ
ん

表
彰
式
で
賞
状
を
受
け
取
る
論
文
部
門
鳳
賞
の
樋
口
さ
ん

寧
に
書
く
よ
う
に
心
掛
け

た
。
昨
年
は
佳
作
だ
っ
た
の

で
、
今
回
の
前
進
は
と
て
も

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
た
。

　
論
文
部
門
審
査
委
員
長
の

小
杉
考
司
人
間
科
学
部
教
授

は
「
応
募
者
に
は
５
テ
ー
マ

の
中
か
ら
選
ん
で
書
い
て
も

ら
っ
た
が
、
い
い
作
品
が
多

か
っ
た
。
テ
ー
マ
へ
の
取
り

組
み
方
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
高
か
っ
た
も
の
が
受
賞
し

た
」
と
論
評
し
た
。

　
文
芸
部
門
審
査
委
員
長
の

小
林
恭
二
文
学
部
教
授
は

「
今
回
は
文
字
数
を
例
年
の

半
分
に
し
た
が
、
作
品
の
レ

ベ
ル
は
高
か
っ
た
。
笹
森
さ

ん
の
作
品
は
文
章
、
構
成
と

も
に
安
定
し
て
お
り
、
強
い

共
感
を
得
ら
れ
た
」
と
講
評

し
た
。

　
入
賞
作
品
は
作
品
集
と
し

て
２
０
２
０
年
３
月
に
刊
行

さ
れ
る
予
定
だ
。

柘植光彦文学賞の笹森さん

研修での学びを報告する金丸さん（左）と高嶋さん

民
謡
の
第
一
人
者
・
伊
藤
多
喜
雄
さ
ん

〝
魂
の
唄
〞を
熱
唱

哲 学 科
公開講座

論文鳳賞 樋口さん

23人が就業体験報告

経済専門科目・学外特別研修


